
 

 

口蹄疫の終息はいつか。ワクチンの死角と問題点 

宮崎の口蹄疫が依然終息に至りません。もう発生事例は 247 事例を数えてしまいました（6 月 7 日現在）。

全国の畜産関係者が見守る中、できるだけ早期の終息を願うものの、県や国の対応、危機管理のなさを認識

するものはわずかに一握りにすぎません。 

種牛を残すことがほぼ確定されたというニュースですが、疾病の基本的な考え方からして例外的なことであ

り、国際的に容認されることではありません。ワクチンが効果を発揮しているというのでしょうか？何とかすれば

感染を防げると言った非科学的な世界、甘い誘惑に翻弄されているようでありません。 

口蹄疫の伝染力は凄まじく、国際的にも特 A とランクされる恐ろしい病気です。動物そのものに与える疾

病の直接影響よりも、畜産を業とする経営体や国の損失が大きいので、国際ルールに則って撲滅を図ってい

く疾病と認識されています。殺処分をできるだけ迅速にしなければならないという鉄則を踏み外していること

自体、国際ルール違反です。１０年前に発症し、速やかに終息させただけに、気の緩み、油断があったので

しょう。 

 

家畜伝染病予防法の縛りが効いて見直しが無理だとして葬り去られていたことが数々あります。例えば迅

速診断のシステム化、急激な人材支援と受け入れ態勢、穴の確保やと場・化成工場の機能など、具体的に

現実問題に落としこんで来なかったことが拍車要因となっています。各県はこれ見よがしに宮崎県のこの特

殊な状況を冷静に見ながら、反面教師的に個々対策を進めていますが、もう少しオープンに情報を開示しな

がら、大臣の要請がなくても人的支援ができるなど、実際的な立場で検討を重ねていただきたいと思います。

死亡豚の評価委員が欠如しているというのも作業の足かせになっていると噂されますが、これ等の要員派遣



 

 

は聞いたことがありません。 

とうとうワクチンを利用して最後の策に打って出たわけですが、実際には表に掲げたようにワクチンの問題

点も多々あり、本当にどの程度終息に寄与できるか実際にはわかっていません。最近発生している事例は、

いずれもワクチン接種していない過去の事例から近いということで、まだワクチンには多少の期待が持てる状

況ではありますが、効果が長く続かないことと、備蓄に限界があることなどが不安材料としてあげられます。す

くなくても新たな感染が数週間起こっていない状況ではありませんので、全然予断を許さない状況です。 

常在疾病でもそうですが、発症時は通常手がつけられないものです（何をやっても効果的には働かない）。

こんな時に豚の移動や一斉注射などしないことは基本中の基本です。豚にとってのストレスは想像以上です。

ストレスがウィルス拡散を拍車することは常在疾病でもあるわけですから、伝播力が凄まじい口蹄疫の場合は、

なおさら慎重にしなければなりません。疑似患畜が確認されたら 24 時間ないしは 48 時間以内に殺処分しな

ければならないのは、そういうリスクを考慮しても爆発的なウィルスの増殖を防ぎたいからです。そういう最前

線の作業と同時に、後方支援部隊がワクチンを接種して健康豚の免疫区域をしっかりと作れれば緩衝帯（こ

れ以上感染拡大させない有効な手立て）が機能して、より伝播が防げると思います。 

《口蹄疫ワクチンの問題点》 

①ワクチンは特定の血清型しか効果がない 

②ワクチンの効果は半年しか持続しない 

③ワクチンは畜産途上国で必携の防疫策だが大変高価である 

④ワクチン接種豚が再感染すると症状を示さずウィルスキャリアーになることがある 

（Institute of Animal Health，2010 より） 

ワクチンの件は、すでに 5 月に連休明けの時点で豚専門獣医師から提案されていたことなのですが、ずる

ずるとまた 2 週間以上引きずってしまいました。豚に出た時には手遅れです。メンツを捨てて、オランダの獣

医責任者をコンサルで迎えても良かったかもしれません。 

弊社から派遣した２名の獣医師も養豚獣医師グループの一角として、各 10 日間応援作業してきました。

豚の扱い方、農場の豚の移動動線など心得ておくべきノウハウが必要ですので、大変助かったという話を聞

いていますが、現場での防疫意識の啓蒙、作業性などは、残念ながら不十分と言わねばならないレベルだそ

うです。 

今後、以下のことがうまくできるかが懸念されます。１）ワクチンが効果的で、数も十分余裕があること、２）殺

処分と埋却が効率よく実行されていくこと、特に新たに発症した事例（豚）を優先すること、３）農家の経済支

援を一部早く行うことなどです。４）関係者の持久力、精神力の持続も心配な点です。 

とりもなおさず、終息を切望します。 
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